
独
立
交
渉
期
に
お
け
る
バ
ラ
サ
（
全
ビ
ル
マ
青
年
連
盟
）
の
役
割

武

島

良

成

独立交渉期におけるバラサ（全ビルマ青年連盟）の役罰（武島）

は
　
じ
　
め
　
に

　
日
本
占
領
期
の
ビ
ル
マ
に
つ
く
ら
れ
た
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
i
（
東
亜
青

年
連
盟
）
は
、
臼
本
軍
の
敗
退
後
、
バ
ラ
サ
（
全
ビ
ル
マ
青
年
連
盟
）
と
名

を
変
え
、
初
期
パ
サ
パ
ラ
（
反
フ
ァ
シ
ス
ト
人
民
自
由
達
盟
）
の
最
有
力
組

織
の
～
つ
と
な
っ
た
。
パ
サ
パ
ラ
は
当
初
ア
ウ
ン
・
サ
ン
を
首
班
と
し
、
復

帰
し
た
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉
の
末
に
、
ビ
ル
マ
の
独
立
を
獲
得
し
た
。

　
筆
者
は
こ
の
経
緯
を
、
特
に
日
本
占
領
期
に
重
点
を
置
い
て
分
析
し
、
そ

の
意
味
を
問
う
論
文
を
発
表
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
戦
前
は
必
ず
し
も
有
力

で
は
な
か
っ
た
タ
キ
ン
勢
力
（
過
激
に
即
時
独
立
を
主
張
し
て
き
た
）
が
、

日
本
占
領
期
に
約
一
万
人
の
ビ
ル
マ
国
軍
だ
け
で
な
く
、
五
万
人
以
上
か
ら

な
る
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
…
を
傘
下
に
収
め
た
こ
と
で
、
植
民
地
権
力
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

抗
で
き
る
有
力
な
存
在
に
な
っ
た
と
判
断
し
た
。

　
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
タ
キ
ン
勢
力
の
成
長
（
そ
し
て

ひ
い
て
は
ビ
ル
マ
の
独
立
）
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
バ
ラ
サ
時
代
の
検
討
は
、
筆
者
は
初
期
の
論
文
（
　
九
九
六
年
の
『
史

林
盛
論
文
）
で
簡
単
に
行
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
は
バ
ラ
サ
が
、
パ
サ
パ
ラ
の
最
初
期
に
そ
の
最
大
級
の
下
部
組
織

だ
っ
た
こ
と
、
パ
サ
パ
ラ
の
独
立
闘
争
を
支
え
た
こ
と
、
の
ち
に
共
産
勢
力

に
取
り
込
ま
れ
た
メ
ン
バ
ー
も
多
い
こ
と
な
ど
に
雷
及
し
た
。

　
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
立
公
文
書
館
と
旧
イ
ン
ド
省
図
書
館
で
史
料
調

査
の
機
会
を
得
た
が
、
幾
つ
か
補
完
で
き
る
点
が
見
つ
か
っ
て
き
た
。
本
稿

は
、
そ
の
知
見
を
、
ビ
ル
マ
政
蔚
の
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
に
関
す
る
半
公

的
な
編
纂
物
『
ア
シ
ェ
イ
ア
ー
シ
ャ
タ
イ
ッ
・
ル
ー
ゲ
ー
ミ
ャ
ー
・
ア
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

イ
ー
ア
ヨ
ウ
ン
・
タ
マ
イ
ン
』
（
以
下
噸
タ
マ
イ
ン
』
と
記
す
）
、
ビ
ル
マ
の

新
聞
、
ビ
ル
マ
で
出
版
さ
れ
た
編
纂
物
や
回
想
記
と
照
合
さ
せ
て
客
観
化
を

図
る
。
そ
し
て
、
バ
ラ
サ
に
つ
い
て
の
立
論
と
し
て
纏
め
よ
う
と
す
る
も
の

　
　
③

で
あ
る
。
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こ
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
で
集
め
た
史
料
に
つ
い
て
、
今
少
し
補
足
説
明
を

行
っ
て
お
く
。
こ
れ
ら
は
、
秘
密
警
察
や
駐
屯
軍
の
定
期
的
な
調
査
報
告
類

だ
が
、
バ
ラ
サ
の
動
静
に
も
少
な
か
ら
ぬ
雷
及
が
あ
る
。

　
雷
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
使
用
に
際
し
て
は
、
作
成
者
の
観
察
力
に
限
界

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
他
の
史
料
と
突
き
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
事
実
を
確
定
さ
せ
る
有
益
な
材
料
に
な
り
得
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
中
に
は
、
ビ
ル
マ
自
警
一
宮
の
署
名
入
り
の
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

告
も
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
「
ビ
ル
マ
側
翫
の
視
野
が
全
く
欠
け
て
い
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
各
種
の
史
料
と
突
き
合
わ
せ
て
も
、
明
ら
か
な
誤
解
や

間
違
い
は
少
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
情
報
収
集
能
力
が
相
当
に
高
か
っ
た

証
拠
と
も
な
り
得
る
。

　
従
っ
て
、
か
な
り
信
葱
性
の
高
い
史
料
だ
と
い
え
よ
う
が
、
確
実
に
地
歩

を
築
く
こ
と
が
歴
史
学
の
大
前
提
で
あ
る
以
上
、
そ
の
史
料
だ
け
を
使
っ
て

事
実
門
確
定
」
を
す
る
こ
と
は
極
力
避
け
た
。

　
な
お
、
本
稿
は
二
章
・
構
成
と
し
、
第
～
章
で
は
バ
ラ
サ
に
つ
い
て
概
観
し
、

第
二
章
で
は
共
産
勢
力
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
①
　
拙
稿
「
東
亜
青
年
連
盟
（
ア
シ
ャ
ル
ー
ゲ
i
）
の
成
長
と
ビ
ル
マ
独
立
へ
の
影

　
　
響
一
そ
の
組
織
を
中
心
に
i
」
、
『
史
林
暁
七
九
巻
二
号
、
～
九
九
六
年
、
同

　
門
ビ
ル
マ
に
お
け
る
策
亜
青
年
連
盤
の
“
五
つ
の
力
”
（
バ
ラ
・
ン
ガ
ー
ダ
ン
）

　
活
動
」
、
『
歴
史
学
研
究
賑
六
九
六
号
、
｝
九
九
七
年
、
同
「
東
亜
青
年
連
盟

　
（
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
）
の
軍
嘉
訓
練
」
、
『
日
本
史
研
究
漉
四
【
二
五
号
、
　
｝
九

　
九
八
年
、
な
ど
。

②
器
げ
p
9
伺
§
器
冨
。
顎
N
眉
お
”
①
覧
壽
；
霧
ぎ
ミ
§
言
㍉
ミ
竃
こ
真

　
霧
野
¢
§
§
、
奪
撃
§
§
駐
鷺
ξ
導
§
ミ
遷
竈
念
r
N
逡
軌
（
㎎
東
亜
青
年
連
盟
・
歴

　
史
・
一
九
四
二
～
一
九
四
五
年
駈
）
、
解
題
は
、
注
①
で
挙
げ
た
『
史
林
』
論
文
の

　
七
三
～
七
四
頁
を
参
照
。

③
な
お
筆
者
は
、
名
古
屋
大
学
に
提
出
し
た
一
九
九
九
年
の
学
位
論
文
憎
目
本
島

　
領
と
ビ
ル
マ
の
民
族
運
動
ー
タ
キ
ン
勢
力
の
政
治
的
上
昇
一
」
の
三
六
～
四

　
〇
頁
で
、
噸
史
林
蝕
論
文
に
一
部
修
正
を
加
え
、
バ
ラ
サ
に
も
言
及
し
た
。
が
、

　
こ
れ
も
過
渡
的
な
作
業
で
あ
る
。

④
外
務
省
文
書
の
う
ち
、
F
O
黛
ω
よ
O
お
H
O
ω
O
や
F
O
①
お
よ
同
、
卜
。
卜
。
O
ω
O
な
ど
。

　
ま
た
、
陸
軍
省
文
轡
の
W
O
瞬
O
。
。
ム
リ
ω
⑩
、
旧
イ
ン
ド
省
文
書
の
M
＼
壽
頓
し
。
刈
、
M

　
ミ
謡
き
な
ど
に
も
、
同
種
の
秘
密
警
察
の
報
告
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

　
こ
れ
ら
の
各
文
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、
本
稿
の
末
尾
に
一
覧
化
し
た
。

第
【
章
　
バ
ラ
サ
の
組
織
と
活
動

　
一
　
パ
サ
パ
ラ
と
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー

　
バ
ラ
サ
の
前
身
で
あ
る
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
は
、
大
川
周
明
の
大
川
塾

の
卒
業
生
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
戦
前
か
ら
民
族
運
動
を
続
け
て
き
た
タ
キ

ン
勢
力
の
関
係
考
が
幹
部
と
な
り
、
日
本
占
領
期
の
ビ
ル
マ
で
公
的
に
組
織

化
さ
れ
た
。
筆
者
は
『
史
林
』
論
文
で
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
数
を
少
な
く
と
も

　
　
　
　
　
　
　
①

五
万
人
と
推
定
し
た
。
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～
方
、
タ
キ
ン
勢
力
の
中
で
も
ア
ウ
ン
・
サ
ン
ら
は
、
日
本
軍
の
指
導
下

で
、
正
規
軍
で
あ
る
ビ
ル
マ
国
軍
（
約
一
万
人
）
を
獲
得
し
て
い
た
。
ア
ウ

ン
・
サ
ン
は
、
タ
キ
ン
の
仲
間
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
、
水
面
下
で
大
衆
組

織
・
パ
サ
パ
ラ
を
結
成
し
、
㎝
九
四
五
年
三
月
に
、
敗
勢
の
決
し
た
日
本
軍

に
対
し
て
軍
事
蜂
起
を
行
っ
た
。
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
も
こ
の
頃
、
日
本

の
統
制
を
離
れ
て
パ
サ
パ
ラ
に
合
流
し
た
。

　
筆
者
は
、
そ
の
際
に
、
メ
ン
バ
ー
の
人
数
か
ら
し
て
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー

ゲ
ー
は
パ
サ
パ
ラ
の
主
力
的
な
下
部
組
織
だ
っ
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
、

ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
が
誕
生
し
た
臼
本
占
領
期
に
、
新
た
な
意
義
づ
け
を

試
み
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
説
の
再
検
証
も
含
め
、
初
期
パ
サ
パ
ラ
時

代
の
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
（
バ
ラ
サ
）
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
が
な
ぜ
パ
サ
パ
ラ
に
加
わ
っ
た
の
か
と
い

う
点
だ
が
、
こ
れ
は
幹
部
た
ち
が
戦
前
か
ら
民
族
運
動
の
同
志
だ
っ
た
こ
と

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
自
然
な
成
り
行
き
だ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
大

ま
か
に
い
っ
て
、
共
に
タ
キ
ン
勢
力
の
コ
i
・
ド
ゥ
・
フ
マ
イ
ン
派
に
属
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
パ
サ
パ
ラ
で
ア
ウ
ン
・
サ
ン
に
次
ぐ
実
力
者
だ
っ
た
タ
キ
ン
・
タ

ン
・
ト
ゥ
ン
は
、
ア
ー
シ
ャ
の
規
定
づ
く
り
に
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

（
タ
キ
ン
・
ニ
ー
・
レ
ー
）
は
ア
ー
シ
ャ
の
書
記
長
を
務
め
て
い
た
。
こ
の

点
も
、
両
組
織
の
連
携
が
必
然
だ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
材
料
と
な
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
パ
サ
パ
ラ
の
呼
び
か
け
る
大
同
団
結
が
、
ア
ー
シ
ャ
の
議
長
の

バ
・
ジ
ャ
ン
の
期
待
に
沿
う
も
の
だ
っ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
バ
・
ジ
ャ

ン
の
声
明
に
は
、
青
年
諸
組
織
の
大
同
団
結
、
パ
サ
パ
ラ
の
分
裂
の
阻
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

（
親
大
同
団
結
）
を
呼
び
か
け
る
も
の
が
幾
つ
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
バ
・
ジ
ャ
ン
は
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
（
バ
ラ
サ
）
の
代
表
と
し

て
、
一
九
四
五
年
八
月
に
パ
サ
パ
ラ
の
最
高
会
議
の
委
員
に
就
任
し
た
。
そ

し
て
以
後
七
一
〇
年
間
、
政
体
の
変
容
と
共
に
役
職
名
は
変
わ
っ
た
が
、
一

貫
し
て
最
高
幹
部
で
あ
り
続
け
た
。
一
九
四
七
年
四
月
に
パ
サ
パ
ラ
が
行
政

権
を
得
る
と
、
バ
・
ジ
ャ
ン
は
そ
の
立
法
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
翌

一
九
四
八
年
　
月
に
ビ
ル
マ
が
独
立
し
た
後
に
は
、
パ
サ
パ
ラ
政
府
の
商
・

農
・
林
な
ど
の
大
臣
を
歴
任
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
バ
・
ジ
ャ
ン
は
ま
さ
に
パ
サ
パ
ラ
の
主
流
中
の
主
流
と
し

て
、
政
治
の
表
舞
台
に
立
ち
続
け
た
。
一
九
四
七
年
七
月
に
ア
ウ
ン
・
サ
ン

や
タ
キ
ン
こ
・
、
ヤ
が
暗
殺
さ
れ
た
時
に
、
同
じ
部
屋
に
い
て
危
う
く
難
を
逃

れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
路
線
の
代
表
的
存
在
だ
っ
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
他
、
タ
キ
ン
・
二
一
・
レ
ー
の
後
を
継
ぎ
書
記
長
に
な
っ
て
い
た
ミ

ョ
ウ
・
ア
ウ
ン
が
、
一
九
四
六
年
五
月
に
パ
サ
パ
ラ
の
首
脳
会
議
に
出
席
し

　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
と
い
う
史
料
も
あ
る
。
ミ
ョ
ウ
・
ア
ウ
ン
は
、
こ
の
年
一
月
の
パ
サ
パ
ラ
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の
大
集
会
に
も
、
バ
ラ
サ
代
表
と
し
て
バ
・
ジ
ャ
ン
、
イ
ェ
ー
・
ニ
ュ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

共
に
出
席
し
た
の
だ
と
い
う
。
バ
ラ
サ
内
で
は
バ
・
ジ
ャ
ン
に
準
じ
る
発
言

力
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
次
に
、
組
織
規
模
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
。
ア
ー
シ
ャ
・
ル
…
ゲ
ー
の

組
織
規
模
に
つ
い
て
、
筆
者
は
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ア
ー
シ
ャ
の
末
期

に
は
少
な
く
と
も
五
万
人
程
度
の
メ
ン
バ
ー
を
抱
え
る
も
の
に
拡
大
し
て
い

た
と
記
し
た
。
こ
れ
は
、
パ
サ
パ
ラ
議
長
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
が
直
労
す
る
ビ

ル
マ
国
軍
（
約
一
万
人
）
を
上
回
る
も
の
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
ア
ー
シ
ャ

が
初
期
パ
サ
パ
ラ
の
最
有
力
な
成
員
だ
っ
た
と
の
推
定
が
可
能
に
な
る
。

　
筆
者
は
さ
ら
に
、
ヤ
ン
ゴ
ン
で
パ
サ
パ
ラ
と
交
渉
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
軍

の
リ
ン
ド
ッ
プ
准
将
の
、
一
九
四
五
年
五
月
二
九
臼
の
報
告
に
、
貯
甲
閃
鋤
叩

。
蜂
い
9
撃
Φ
（
初
期
パ
サ
パ
ラ
の
英
語
名
）
の
別
名
が
、
臣
ω
砕
〉
ω
欝
磯
0
9
び

ピ
9
讐
Φ
（
つ
ま
り
東
亜
青
年
連
盟
目
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
）
と
さ
れ
た

記
事
が
あ
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。
パ
サ
パ
ラ
の
別
名
と
ま
で
い
わ
れ
る
露
な

の
だ
か
ら
、
こ
れ
も
ア
ー
シ
ャ
の
存
在
感
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
史
料
に
な
り

　
　
⑥

得
よ
う
。

　
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
材
料
か
ら
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
の
取
り
込
み

こ
そ
が
、
パ
サ
パ
ラ
が
急
成
長
を
な
し
得
た
大
き
な
原
閣
だ
と
考
え
た
。
こ

の
点
こ
そ
が
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
が
持
っ
た
歴
史
的
意
義
の
大
き
さ
の

根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
に
し
て
は
、
根
拠
が
今
一
つ
乏
し
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
調
査
で
、
さ
ら
に
こ
の
点
に
関
す
る
史
料
が
幾
つ
か
見
つ
か
っ

た
の
で
、
提
示
し
よ
う
と
思
う
。
ま
ず
、
こ
の
年
五
月
＝
日
の
リ
ン
ド
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

プ
准
将
の
電
報
も
、
岡
じ
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
も
の
で
あ
る
し
、
同
月
一

九
日
の
第
一
工
軍
の
報
告
で
も
、
診
阜
冨
ω
o
蜂
馨
り
＄
堕
Φ
の
別
名
が
8
冨

守
ω
酔
〉
ω
冨
磯
。
蓉
ロ
い
＄
讐
①
（
つ
ま
り
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
）
だ
と
さ
れ

　
　
⑧

て
い
る
。
さ
ら
に
、
六
月
一
二
日
に
ギ
ホ
ン
ズ
准
将
は
、
パ
サ
パ
ラ
は
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
O
話
曽
2
国
霧
酔
〉
ω
再
再
。
露
げ
い
Φ
ゆ
撃
Φ
と
名
乗
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
実
際
に
は
、
パ
サ
パ
ラ
に
は
ビ
ル
マ
国
軍
な
ど
も
入
っ
て
い
る

の
で
、
パ
サ
パ
ラ
翻
（
イ
コ
ー
ル
）
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
と
な
る
わ
け
で

は
な
い
の
だ
が
、
等
号
で
結
ば
れ
る
だ
け
の
存
在
感
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
他
、
同
年
九
月
　
四
日
の
ビ
ル
マ
総
督
の
ラ
ン
ス
の
見
解
で
は
、

バ
・
ジ
ャ
ン
（
ア
ー
シ
ャ
・
ル
…
ゲ
ー
の
議
長
）
と
そ
の
青
年
組
織
は
、
共

産
党
（
タ
キ
ン
・
タ
ン
・
ト
ゥ
ン
以
下
パ
サ
パ
ラ
主
要
幹
部
の
多
く
が
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

属
）
並
に
有
力
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
高
級
官
僚
た
ち
も
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー

ゲ
i
（
バ
ラ
サ
）
を
初
期
パ
サ
パ
ラ
の
主
力
的
な
組
織
だ
っ
た
と
見
て
い
た
。

個
別
地
域
の
事
例
で
も
、
パ
サ
パ
ラ
の
ム
ド
ウ
ン
支
部
を
支
援
し
て
い
る
の

は
、
か
つ
て
の
ア
ー
シ
ャ
と
学
生
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
れ
て
い
る
と
の
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泣交渉期におけるバラサ（全ビルマ青年連盟）の役割（裁島）

　
　
　
　
⑪

報
告
が
あ
る
。

　
五
万
人
（
以
上
）
と
い
う
数
字
の
裏
づ
け
に
加
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
史
料
で

も
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
バ
ラ
サ
が
初
期
パ
サ
パ
ラ
の
最
有
力
な
組

織
だ
っ
た
こ
と
は
、
特
別
な
反
論
も
な
く
是
認
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
2
　
ア
ー
シ
ヤ
・
ル
ー
ゲ
ー
か
ら
バ
ラ
サ
へ

　
次
に
、
ア
…
シ
ャ
・
ル
…
ゲ
ー
か
ら
バ
ラ
サ
へ
の
組
織
名
の
交
替
と
、
そ

れ
に
よ
っ
て
組
織
の
本
質
が
変
わ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お

く
。　

筆
者
は
こ
の
名
前
の
変
更
に
つ
い
て
、
『
史
林
匝
論
文
で
、
『
タ
マ
イ
ン
盛

を
引
用
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
ふ
れ
た
。
戦
闘
が
一
段
落
し
た
七
月
二
八
日
に

大
規
模
な
集
会
が
開
催
さ
れ
、
バ
ラ
サ
と
名
を
変
え
て
活
動
を
続
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
バ
ラ
サ
の
発
足
式
は
、
九
月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
話
に
つ
い
て
、
ビ
ル
マ
で
編
纂
さ
れ
た
『
ビ
ル
マ
国
女
性
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

治
活
動
撫
も
、
発
足
を
九
月
二
〇
日
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
政
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
史
料
も
、
こ
の
二
日
の
日
付
と
行
事
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
歴
史
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　
さ
ら
に
筆
者
は
、
『
史
林
』
に
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
も
バ
ラ
サ
も
、

幹
部
や
活
動
方
針
（
若
者
の
教
化
、
独
立
の
た
め
の
奉
仕
、
国
際
協
調
な

ど
）
が
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
組
織
の
本
質
は
変
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
記
し
た
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
バ
ラ
サ
は
一
九
四
七
年
頃
は
五
周
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
九
四
九
年
に
は
七
周
年
の
発
足
記
念
式
典
を
開
い
て
い
る
。
組
織
名
が
変

わ
っ
て
も
、
起
源
は
｝
九
四
二
年
六
月
に
発
足
し
た
ア
…
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
組
織
の
構
造
に
つ
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
史
料
に
よ
る
と
、
ヤ

ン
ゴ
ン
に
本
部
が
、
各
地
に
支
部
が
置
か
れ
、
ヤ
ン
ゴ
ン
で
講
習
を
受
け
た

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
、
各
県
に
派
遣
さ
れ
て
責
任
考
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

⑮る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
に
講
習
を
受
け
た
と
い
う
ウ
ー
・
ソ
ゥ
ニ
・
、
ン
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ウ
ー
・
タ
ン
・
ト
ゥ
ン
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
確
認
で
き
た
話
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
組
織
運
営
の
方
法
は
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
時
代
の
も
の

を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
細
か
い
点
だ
が
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー

ゲ
ー
時
代
の
幹
部
は
、
選
挙
な
ど
で
民
主
的
に
選
ば
れ
る
の
が
四
七
だ
っ
た
。

バ
ラ
サ
時
代
に
も
、
議
長
の
バ
・
ジ
ャ
ン
が
選
挙
で
破
れ
、
一
時
的
に
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ダ
ー
の
座
を
失
っ
た
と
い
う
史
料
が
あ
る
。

　
こ
の
時
は
、
す
ぐ
に
バ
・
ジ
ャ
ン
が
巻
き
返
し
て
復
帰
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
「
民
主
的
」
と
い
う
の
も
真
に
貫
徹
し
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、

そ
れ
を
建
前
と
し
て
組
織
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
一
貫
し
た
方
向
性

だ
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
組
織
の
本
質
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
な
ら
、
な
ぜ
わ
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ざ
わ
ざ
名
称
を
変
え
た
か
が
問
題
に
な
る
。
が
、
こ
れ
は
単
純
に
、
ビ
ル
マ

人
側
が
こ
の
名
を
元
来
求
め
て
い
た
か
ら
だ
と
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
レ
と
い
う
名
称
が
目
本
舗
の
強
制
だ
っ
た
こ
と
は
、

ア
ー
シ
ャ
の
顧
問
を
務
め
た
友
田
光
男
氏
が
、
そ
の
回
想
記
に
記
し
て
い
る
。

ビ
ル
マ
側
は
、
全
ビ
ル
マ
青
年
連
盟
（
頭
文
字
を
繋
い
だ
略
称
は
バ
ラ
サ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
る
）
の
名
を
求
め
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　
そ
れ
が
、
日
本
軍
が
敗
退
し
た
た
め
に
、
元
来
の
希
望
に
沿
っ
た
名
前
に

し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
（
た
だ
し
、
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
と

い
う
名
称
や
、
こ
の
名
に
込
め
ら
れ
た
狙
い
（
ア
ー
シ
ャ
ー
ー
ア
ジ
ア
の
連

帯
）
が
、
ビ
ル
マ
人
の
心
を
全
く
捉
え
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
史
料
を
見
る
と
、
　
一
九
四
七
年
後
半
に
バ
ラ
サ
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
が
再
結
成
さ
れ
た
と
の
話
が
あ
る
。
）

　
3
バ
ラ
サ
の
活
動

　
次
に
、
バ
ラ
サ
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
筆
墨
は
既
に
、
そ
の
前
提
と
な
る
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
晴
代
の
活
動
に

つ
い
て
、
『
歴
史
学
研
究
』
で
”
五
つ
の
力
”
活
動
（
自
己
鍛
練
や
教
育
活

動
）
を
、
噌
臼
本
史
研
究
』
で
軍
事
訓
練
を
、
そ
れ
ぞ
れ
専
論
と
し
て
纏
め

⑳た
。
ま
た
、
本
格
的
に
分
析
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
食
料
増
産
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

公
共
奉
仕
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
ふ
れ
た
。

　
が
、
バ
ラ
サ
に
な
っ
て
か
ら
の
活
動
は
、
『
史
林
睡
で
、
讐
タ
マ
イ
ン
駈
の

記
事
を
紹
介
し
つ
つ
鯖
単
に
記
し
た
程
度
で
あ
る
。
そ
の
『
タ
マ
イ
ン
』
に

は
、
バ
ラ
サ
時
代
に
も
、
独
立
運
動
に
協
力
し
、
教
育
活
動
と
社
会
活
動
が

続
け
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
が
、
そ
の
規
模
や
具
体
例
は
は
っ
き
り
さ

せ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
軍
事
訓
練
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
今
、
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
情
報
関
係
の
史
料
を
見
て
い
く
と
、
教
育
活
動
に

つ
い
て
は
、
そ
の
充
実
や
義
務
教
育
の
制
定
を
決
議
し
た
り
、
奨
学
金
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
政
府
に
勧
告
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
教
師
と
し
て
任
命
す
る

た
め
に
、
支
部
に
卒
業
生
の
リ
ス
ト
（
バ
ラ
サ
の
メ
ン
バ
ー
の
学
歴
～
覧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

意
味
か
？
）
を
つ
く
ら
せ
る
指
示
を
し
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

　
ま
た
、
公
共
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
は
、
食
料
増
産
へ
の
協
力
、
洪
水
の
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

況
視
察
、
食
料
事
情
の
視
察
な
ど
の
記
事
が
あ
る
。
ビ
ル
マ
側
、
イ
ギ
リ
ス

側
双
方
の
史
料
に
現
れ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
規
模
は
不
明
な
が
ら
、
教
育
・

公
共
奉
仕
活
動
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
な
の
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
軍
事
訓
練
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
六
年
八
月
に
マ
ン
ダ
レ
ー

で
、
バ
ラ
サ
が
分
隊
訓
練
を
受
け
て
い
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
バ
ラ
サ
議

長
の
バ
・
ジ
ャ
ン
も
、
｝
九
四
六
年
　
月
の
パ
サ
パ
ラ
の
大
集
会
で
、
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
向
け
て
軍
と
ゲ
リ
ラ
の
価
値
を
高
め
る
べ
き
と
主
張
し
、
一
九
四
七
年
～

二
月
に
は
、
バ
ラ
サ
が
軍
事
訓
練
を
行
う
べ
き
こ
と
を
確
認
・
是
認
し
て
い

⑳
る
。
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位交渉期におけるバラサ（全ビルマ青年連盟）の役割（武島）

　
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
情
報
が
正
確
な
ら
と
い
う
但
し
書
き
を
付
け
る
こ
と
に

な
る
が
、
バ
ラ
サ
も
軍
事
訓
練
を
続
け
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
そ

う
な
る
と
、
『
タ
マ
イ
ン
』
が
軍
事
訓
練
に
つ
い
て
記
さ
な
か
っ
た
の
は
、

バ
ラ
サ
が
の
ち
に
反
政
府
軍
側
に
つ
い
た
こ
と
を
考
慮
し
、
そ
の
抵
抗
力
を

強
め
た
要
素
に
な
る
の
で
削
っ
た
と
見
る
の
が
適
当
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
次
に
、
政
治
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
際
ま
ず
、
議
長
の
バ
・
ジ

ャ
ン
ら
の
声
明
に
現
れ
る
、
政
治
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
微
妙
な
表
現
に

ふ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
バ
・
ジ
ャ
ン
ら
は
バ
ラ
サ
の
結
成
当
初
か
ら
再
三
、
政
治
か
ら
は
離
れ
て
、

教
育
活
動
や
社
会
活
動
に
専
念
す
べ
き
と
い
う
声
明
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ギ

リ
ス
政
庁
の
史
料
を
見
る
と
、
一
九
四
五
年
八
、
九
月
置
一
九
四
六
年
五
、

～
○
月
、
一
九
四
七
年
＝
、
＝
　
月
な
ど
に
こ
の
よ
う
な
記
事
が
見
出
せ

る
。
こ
れ
は
、
｝
九
五
〇
年
の
ビ
ル
マ
政
府
の
出
版
物
に
も
類
似
し
た
声
明

　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
立
場
の
違
う
双
方
の
史
料
に
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
声
明
は
実
際
に
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
パ
サ
パ
ラ
と
い
う
、
独
立
を
旗
印
に
掲
げ
た
明
ら
か
な
政
治
組

織
に
加
わ
っ
て
い
る
以
上
、
政
治
か
ら
離
れ
る
と
い
う
声
明
に
は
矛
盾
が
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
史
料
を
見
て
も
、
早
く
も
一
九
四
五
年
九
月
に
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

論
理
の
破
綻
を
指
摘
し
た
書
類
が
あ
る
。

　
こ
の
矛
盾
を
無
理
な
く
理
解
す
る
に
は
、
バ
・
ジ
ャ
ン
が
一
九
四
六
年
五

月
に
、
政
治
か
ら
離
れ
る
が
（
ノ
ン
・
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
）
、
国
の
大
事
（
特

に
独
立
を
意
識
し
て
い
る
）
に
は
全
面
協
力
す
る
と
声
明
し
て
い
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
団
す
べ
き
だ
ろ
う
。
バ
・
ジ
ャ
ン
と
し
て
は
、
パ
サ
パ
ラ
の
政
治
活
動
、

つ
ま
り
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
独
立
交
渉
を
支
援
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し

た
上
で
、
ノ
ン
・
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
を
纒
っ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
一
九
四
五
年
一
一
月
半
バ
・
ジ
ャ
ン
は
公
的
に
、
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

政
庁
を
批
判
す
る
演
説
を
し
て
い
る
し
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
翌
年
早
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
は
独
立
に
向
け
て
軍
と
ゲ
リ
ラ
の
価
値
を
高
め
る
べ
き
と
発
言
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
政
治
性
が
非
常
に
高
い
発
言
で
あ
る
。

　
支
部
や
メ
ン
バ
ー
の
動
き
に
つ
い
て
も
、
『
タ
マ
イ
ン
賑
は
、
様
々
な
形

で
パ
サ
パ
ラ
に
協
力
し
た
り
、
服
を
集
め
て
ビ
ル
マ
軍
に
渡
し
た
り
、
反
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

集
会
や
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
参
加
し
た
な
ど
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
ビ
ル
マ
国

女
性
の
政
治
活
動
瓢
で
も
、
パ
サ
パ
ラ
の
核
と
し
て
独
立
に
奮
闘
し
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

イ
ギ
リ
ス
の
手
先
に
本
部
を
調
べ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
史
料
に
は
、
さ
ら
に
細
か
く
、
バ
ラ
サ
は
イ
ン
セ
イ
ン

で
の
集
会
で
、
革
命
権
を
主
張
（
～
九
四
五
年
一
〇
月
）
、
パ
サ
パ
ラ
の
ム

ド
ウ
ン
支
部
の
設
立
を
援
助
（
一
九
四
六
年
一
月
）
、
ミ
ン
ジ
ャ
ン
支
部
が

政
庁
に
よ
る
抑
圧
の
廃
止
を
決
議
（
一
九
四
六
年
八
月
）
、
帝
国
主
義
の
根

絶
を
決
議
（
一
九
四
六
年
九
月
）
、
イ
ン
セ
イ
ン
の
集
会
で
、
反
英
ス
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

加
わ
ら
な
い
警
官
を
非
難
（
九
月
）
な
ど
の
事
例
を
見
出
せ
る
。
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こ
の
う
ち
革
命
権
云
々
の
話
は
、
バ
ラ
サ
の
中
で
も
特
に
共
産
党
の
影
響

を
受
け
た
者
の
動
き
だ
ろ
う
か
。
こ
の
他
、
バ
セ
イ
ン
の
バ
ラ
サ
が
ソ
連
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

行
動
を
称
賛
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
共
産
党
の
影
響
を
受

け
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
後
で
述
べ
る
が
、
こ
の
年
の
秋
ま
で
は
、
バ
ラ
サ
は
本
部
の
幹
部
ま
で
が

共
産
党
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
、
過
激
な
動
き
が
現
れ
る
の
も

自
然
な
成
り
行
き
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
4
　
他
の
青
年
組
織
と
の
連
携

　
判
タ
マ
イ
ン
』
は
、
バ
ラ
サ
が
ビ
ル
マ
の
諸
民
族
を
団
結
さ
せ
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
た
と
し
、
具
体
的
に
シ
ャ
ン
族
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
人
た
ち

（
元
メ
ン
バ
ー
）
の
名
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
の
青
年
・
青
年
団
と

の
交
流
を
目
標
と
し
て
い
た
と
も
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
『
ビ
ル
マ
国
女
性
の
政
治
活
動
臨
で
も
、
海
外
の
青
年
・
青
年
団
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
交
流
・
連
携
が
目
指
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
史
料
に
も
、
以
下
記
す
よ
う
に
、
活
動
の
具
体
例
が
多

数
見
出
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
確
か
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、
ビ
ル
マ
の
諸
民
族
の
団
結
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
六
年
三
月
三

〇
日
の
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
同
月
二
四
臼

に
、
バ
ラ
サ
は
カ
レ
ン
人
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
青
年
組
織
（
一
九
四
五
年
後

半
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
）
と
共
に
、
青
年
連
合
フ
ロ
ン
ト
を
結
成
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

式
典
を
開
い
た
の
だ
と
い
う
。

　
次
い
で
同
年
四
月
一
三
日
の
サ
マ
リ
ー
は
、
こ
の
フ
ロ
ン
ト
の
役
員
と
し

て
九
人
が
選
ば
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ア
ウ
ン
・
サ
ン
と
、
バ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

サ
か
ら
は
バ
・
ジ
ャ
ン
以
下
三
人
の
名
が
あ
る
。

　
こ
の
フ
ロ
ン
ト
に
は
、
他
に
も
全
ビ
ル
マ
学
生
連
盟
、
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
の

学
生
連
盟
、
P
V
O
、
婦
人
組
織
な
ど
が
加
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
二
つ
の
学
生
連
盟
は
、
戦
前
に
は
タ
キ
ン
系
活
動
家
の
供
給
源
と
な
っ
て

い
た
組
織
だ
が
、
一
九
四
五
年
後
半
に
復
活
し
た
。
そ
の
際
、
バ
ラ
サ
幹
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
関
与
を
指
摘
す
る
史
料
も
あ
る
。
ま
た
P
V
O
は
、
一
九
四
六
年
初
頭
以

後
に
本
格
的
に
設
け
ら
れ
た
、
パ
サ
パ
ラ
の
私
兵
約
な
組
織
だ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
史
料
は
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
（
青
年
）
組
織
を
抱
え

込
ん
だ
同
フ
ロ
ン
ト
が
、
次
の
よ
う
な
決
議
を
し
た
と
す
る
。

　
ま
ず
一
九
四
六
年
三
月
二
四
日
に
は
、
反
資
本
主
義
、
反
帝
国
主
義
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
教
育
活
動
に
関
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
六
月
～
六
日
に

は
、
自
由
へ
の
闘
争
、
食
料
増
産
、
選
挙
権
の
年
齢
引
き
下
げ
、
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
逮
捕
し
た
活
動
家
の
解
放
要
求
な
ど
を
決
議
し
た
と
い
う
。

　
一
方
、
海
外
の
青
年
団
と
の
交
流
・
提
携
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
五
年
一

一
月
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
共
産
主
義
系
の
世
界
民
主
青
年
連
合
と
漁
猟
が
持

た
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
史
料
に
は
、
～
部
に
固
有
名
詞
を
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誤
解
し
た
よ
う
な
点
も
あ
る
が
、
同
連
合
の
動
き
と
対
照
さ
せ
る
と
、
次
の

よ
う
な
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
ず
、
バ
ラ
サ
は
～
九
四
七
年
三
月
に
、
世
界
民
主
青
年
連
合
の
ベ
ト
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ム
の
民
族
主
義
を
支
持
す
る
決
議
を
是
認
し
た
。
次
い
で
四
月
に
は
、
同
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

合
の
代
表
を
ビ
ル
マ
に
招
き
、
七
月
に
は
、
同
連
合
と
社
会
王
義
系
の
国
際

青
年
組
織
と
の
統
一
に
向
け
た
話
し
合
い
が
、
バ
ラ
サ
と
マ
ラ
ヤ
民
主
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
の
問
で
な
さ
れ
た
。

　
結
局
、
こ
の
統
一
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
が
、
バ
ラ
サ
は
九
月
の
代
表

者
会
議
で
、
共
産
主
義
系
の
世
界
民
主
青
年
連
合
の
決
議
を
支
持
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
⑱

に
し
た
と
い
う
。

①
前
掲
『
史
林
蛭
八
八
頁
。

②
前
掲
『
史
林
晦
七
六
～
七
七
、
七
九
頁
な
ど
。

③
バ
・
ジ
ャ
ン
は
一
九
四
六
年
五
月
の
バ
ラ
サ
の
幹
部
会
議
で
、
青
年
の
統
一
を

　
主
張
し
て
い
る
（
M
ミ
謡
ω
刈
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
　
八

　
号
に
よ
る
）
。
バ
ラ
サ
本
部
で
は
、
一
九
四
七
年
六
月
に
統
｝
の
必
要
が
決
議
さ

　
れ
（
F
O
罐
ら
。
占
O
お
お
ω
O
の
う
ち
警
察
情
報
一
巻
一
号
）
、
一
九
四
七
年
一
二

　
月
に
は
政
府
に
統
一
を
勧
告
す
る
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
（
同
二
六
号
）
。
こ
の

　
他
、
バ
ラ
サ
の
主
導
で
青
年
の
統
～
が
決
議
さ
れ
た
（
F
O
罐
ω
ム
ぐ
ト
。
昏
。
O
o
。
O
の

　
う
ち
ヤ
ン
ゴ
ン
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
九
四
七
年
九
月
九
田
、
同
月
＝
一
日
号
）
、

　
バ
ラ
サ
の
出
版
会
議
で
は
青
年
の
連
合
を
促
す
方
針
（
同
年
＝
月
二
八
日
号
）

　
な
ど
の
史
料
も
あ
る
。

④
M
ミ
ト
。
認
可
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
二
〇
号
に
よ
る
。

⑤
W
O
卜
。
O
。
。
1
ω
胡
ω
の
う
ち
、
．
腐
℃
思
い
O
。
幕
「
雪
8
、
に
よ
る
。

⑥
前
掲
『
史
林
睡
九
五
頁
。
以
下
、
同
論
文
の
引
用
は
九
五
～
九
九
頁
と
す
る
。

⑦
き
§
§
、
§
鴨
的
ミ
魔
馬
誉
、
奪
蹴
§
ミ
§
ら
こ
b
農
－
竈
廃
（
雷
α
q
7
↓
巨
§
ト
。
亭

　
鳥
。
ジ
瓢
興
竃
鉱
⑦
q
。
q
．
ω
ω
翼
δ
器
蔓
O
塗
8
し
㊤
。
。
ω
）
の
上
巻
に
収
め
ら
れ
た
、
一
八

　
二
番
、
、
し
q
軍
国
象
霞
圖
（
．
謡
講
．
轡
巨
。
㍗
U
9
黛
団
O
O
＞
○
↓
宅
Φ
洋
7
》
霞
受
8
＞
畠
ギ

　
磐
8
畠
霞
＄
8
慈
答
興
ω
》
ぴ
明
ω
国
〉
．
に
よ
る
。
同
書
は
主
に
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
電

　
報
を
収
め
た
史
料
集
。
以
下
噸
パ
ー
マ
』
と
記
す
。

⑧
W
O
卜
。
8
ム
ω
G
。
㎝
に
所
収
。

⑨
岡
右
。
な
お
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
政
庁
四
生
部
の
㎝
九
四
五
年
六

　
月
一
入
日
の
レ
ポ
ー
ト
に
も
、
タ
キ
ン
党
員
と
ア
ー
シ
ャ
が
パ
サ
パ
ラ
を
つ
く
る

　
べ
く
奮
闘
中
だ
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

⑩
　
晶
剛
掲
『
パ
ー
マ
喚
上
、
二
七
～
番
、
、
竃
a
o
「
Ω
①
⇒
Φ
「
賦
頃
．
国
．
菊
雪
。
Φ
8
［
O
a

　
『
O
巳
ω
窓
O
§
普
p
・
菖
O
コ
い
に
よ
る
。

⑪
W
O
H
認
1
り
。
。
鴇
の
う
ち
、
第
一
七
イ
ン
ド
師
団
の
サ
マ
リ
…
の
五
号
に
よ
る
。

⑫
昌
雪
羅
．
自
・
、
。
ω
葺
㌦
酉
口
§
葛
9
遷
ミ
、
ミ
撃
竃
」
栽
§
ミ
ミ
ミ
㍉
鮮
矯
u
§
嘩

　
§
黒
こ
、
o
N
》
ぎ
、
ミ
．
罫
（
『
ビ
ル
マ
国
女
性
の
政
治
活
動
隔
）
”
中
皿
σ
Q
o
野
ω
巷
①
げ
①
〒

　
”
塁
。
弘
⑩
刈
切
も
．
唱
曳

⑬
M
蕊
お
G
・
合
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
政
庁
民
生
部
の
サ
マ
リ
ー
の
九
【
、
九
八
号

　
に
よ
る
。

⑭
五
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て
は
、
F
O
忠
。
。
よ
O
、
卜
。
H
O
の
○
の
う
ち
、
警
察
情
報

　
の
一
巻
斎
写
を
、
七
周
年
に
つ
い
て
は
、
U
騨
Φ
9
0
「
〇
ニ
ヨ
8
唇
音
o
P
切
ミ
§
ミ
げ

　
ぎ
ミ
§
”
留
§
ミ
ぎ
ミ
馬
竃
誘
職
糞
嘱
雪
α
q
o
P
這
姻
ρ
や
霧
も
」
置
．
を
参
照
。

⑮
例
え
ば
W
O
b
。
O
。
。
ム
Φ
ω
㊤
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
三
二
、
三
四
、

　
一
二
六
、
三
九
、
四
八
暑
。

⑯
ウ
ー
・
ソ
ゥ
・
ミ
ン
は
の
ち
に
バ
ラ
サ
の
書
記
長
に
な
り
、
ウ
ー
・
タ
ン
・
ト

　
ゥ
ン
は
の
ち
に
共
産
軍
に
投
じ
た
。
い
ず
れ
も
一
九
九
五
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
…
で
、

　
取
材
場
所
は
ソ
ゥ
・
ミ
ン
は
イ
ン
セ
イ
ン
、
タ
ン
・
ト
ゥ
ン
は
ヤ
ン
ゴ
ン
。

⑰
W
O
N
O
。
。
ム
㊤
ω
㊤
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
四
二
号
、
W
O
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笛
O
。
。
ム
㊤
亀
に
収
め
ら
れ
た
し
ご
鵡
導
Φ
器
聞
。
蒙
8
昭
興
ω
。
養
虎
Φ
ω
な
ど
に
よ
る
。

⑱
友
田
光
男
「
ビ
ル
マ
日
誌
駄
一
、
㎎
み
ん
な
み
』
　
二
号
、
～
九
八
五
年
、
三

　
二
頁
。

⑲
F
O
①
島
ふ
日
、
悼
b
。
O
ω
○
の
う
ち
、
ヤ
ン
ゴ
ン
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
九
四
七
年

　
～
○
月
二
〇
日
号
。
ま
た
、
M
ミ
b
。
お
刈
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
…
の
二

　
五
号
に
は
、
北
シ
ャ
ン
で
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
が
復
活
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
。

⑳
「
は
じ
め
に
」
の
注
①
を
参
照
。

⑳
　
拙
稿
門
日
本
占
領
期
の
中
部
ビ
ル
マ
と
シ
ャ
ン
州
の
米
不
足
」
、
噸
歴
史
学
研

　
究
』
七
二
一
号
、
一
九
九
九
年
、
一
九
頁
。

⑫
　
M
ミ
ト
。
q
・
ω
刈
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
六
号
、
M
ミ
お
罐
O
の
う
ち
、

　
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
九
二
号
、
W
O
b
。
O
。
。
ム
Φ
念
の
う
ち
、
警
察
惰
報
一
八

　
号
、
F
O
忠
ω
ム
O
お
H
O
ω
O
の
う
ち
、
警
察
情
報
の
～
六
、
一
八
、
二
六
号
、
F

　
O
罐
ω
よ
ぐ
ト
⊃
b
。
O
ω
O
の
う
ち
、
ヤ
ン
ゴ
ン
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
～
九
四
七
年
一
〇

　
月
九
日
置
＝
月
二
一
日
号
な
ど
。

⑳
F
O
忠
ω
占
嵩
b
。
O
o
。
○
の
う
ち
、
ヤ
ン
ゴ
ン
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
九
四
七
年

　
一
一
月
二
七
日
号
。

⑳
M
ミ
ト
。
q
円
鵯
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
八
、
二
五
号
、
W
O

　
卜
⊃
O
。
。
ム
O
ω
¢
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
三
五
、
三
七
号
な
ど
に
よ
る
。

⑳
　
W
O
悼
O
。
。
ム
㊤
ω
㊤
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
三
二
号
。

⑱
　
M
ミ
b
。
総
刈
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
四
号
。

⑳
　
F
O
課
ω
ふ
O
蒔
H
O
ω
O
の
う
ち
、
警
察
情
報
の
二
六
号
、
F
O
罐
ω
よ
ぐ
ト
。
b
。
0
6
。
○

　
の
う
ち
、
ヤ
ン
ゴ
ン
警
察
の
サ
マ
リ
…
の
一
九
四
七
年
＝
一
月
＝
一
日
号
。
ま
た

　
W
O
Q
O
。
。
ム
Φ
酷
の
う
ち
、
警
察
情
報
の
　
八
号
に
よ
る
と
、
こ
の
年
一
〇
月
に
、

　
バ
ラ
サ
の
チ
ョ
ウ
ン
ピ
ョ
i
支
部
が
軍
事
訓
練
の
履
行
を
方
針
と
し
て
い
る
。
そ

　
れ
か
ら
、
M
隷
蒔
器
切
の
う
ち
、
一
九
四
六
年
七
月
八
日
の
ビ
ル
マ
相
の
電
報
で

　
は
、
バ
ラ
サ
の
メ
ン
バ
ー
が
P
V
O
の
軍
事
訓
練
に
出
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か

　
も
訓
練
後
、
戦
闘
準
備
が
で
き
て
い
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
と
い
う
。

⑳
　
M
＼
ミ
ト
。
総
O
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
政
庁
民
政
部
情
報
の
九
二
、
九
八
号
、
M

　
銘
肝
α
ω
刈
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
～
八
号
、
W
O
卜
。
O
。
。
轟
㊤
邑
に
収
め

　
ら
れ
た
］
W
霞
ヨ
①
ω
①
℃
o
匿
。
艶
℃
Φ
同
ω
o
ロ
饒
幕
ω
、
W
O
憩
O
。
。
ム
Φ
。
。
¢
の
う
ち
、
秘
密
警

　
察
の
サ
マ
リ
ー
の
四
三
号
、
F
O
忠
ω
よ
O
蒔
H
Ω
ω
○
の
う
ち
、
警
察
情
報
の
二
四
、

　
二
六
暑
、
F
O
窪
。
。
占
H
お
N
O
ω
○
の
う
ち
、
ヤ
ン
ゴ
ン
警
察
情
報
の
一
九
四
七
年

　
＝
万
一
、
八
日
な
ど
を
参
照
。

⑳
　
注
⑭
で
挙
げ
た
噸
バ
ー
マ
ズ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
』
に
載
せ
ら
れ
た
、
一
九
四
九
年

　
六
月
の
バ
・
ジ
ャ
ン
の
演
説
で
は
、
燭
。
蔑
。
自
・
愚
。
毛
興
を
得
な
い
と
い
う
方
針
が

　
示
さ
れ
て
い
る
（
九
五
頁
）
。

⑳
　
M
ミ
b
。
置
O
の
う
ち
、
イ
ギ
り
ス
政
庁
民
政
部
情
報
の
九
八
号
に
よ
る
。

⑳
　
注
⑬
で
挙
げ
た
中
で
、
M
ミ
ト
。
α
ω
刈
と
W
O
b
。
O
。
。
ム
⑩
痒
を
参
照
。

⑳
　
M
蕊
、
卜
。
置
O
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
　
○
八
号
。

⑳
注
⑱
を
参
照
。

⑭
　
　
『
タ
マ
イ
ン
』
が
バ
ラ
サ
に
つ
い
て
纏
ま
っ
た
説
明
を
し
て
い
る
の
は
、
五
六

　
四
一
五
八
八
頁
。

⑯
前
掲
『
ビ
ル
マ
国
女
性
の
政
治
活
動
歴
の
一
八
○
頁
。

⑱
　
順
に
、
M
ミ
b
。
置
O
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
〇
三
号
、
W
O

　
H
鵡
l
O
。
。
q
b
。
の
う
ち
、
第
～
七
イ
ン
ド
師
団
の
サ
マ
リ
ー
の
五
四
、
同
二
号
、

　
W
O
卜
。
O
。
。
ム
¢
ω
り
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
三
九
、
三
八
号
に
よ
る
。

　
　
M
ミ
N
総
O
の
う
ち
、

⑳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
〇
九
号
に
よ
る
。

　
　
前
掲
『
タ
マ
イ
ン
』
の
五
八
八
頁
な
ど
。

⑳　
　
一
七
七
～
～
七
九
頁
。

⑲⑳　
　
M
ミ
ト
⊃
㎝
。
。
刈
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
三
号
。

⑪　
　
同
右
、
～
五
号
。

　
　
宍
爵
旨
器
§
警
p
・
”
ω
。
”
信
州
5
二
惹
蓉
§
、
§
Φ
、
、
N
ミ
贈
、
さ
駐
．
討
手
。
・
融

⑫　
§
ミ
い
（
噸
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
五
〇
周
年
論
文
集
』
第
二
部
）
藁
塁
ひ
Q
o
P
H
零
ρ
署
・

　
b
o
卜
⊇
㎝
I
b
δ
N
①
．

（700）170



独立交渉期におけるバラサ（全ビルマ青年連盟）の役割（武島）

⑬
　
M
ミ
ト
。
認
刈
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
＝
一
一
号
。

⑭
M
ミ
ト
。
α
雪
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
二
五
暑
。

⑮
　
W
O
卜
。
O
。
。
ム
潔
O
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
二
号
。

⑯
W
O
・
・
O
。
。
ム
㊤
き
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
五
号
。

⑰
F
O
逡
ω
よ
O
葭
O
ω
O
の
う
ち
、
警
察
情
報
の
～
三
三
号
に
よ
る
。
な
お
、
こ

　
の
時
期
の
国
際
的
な
青
年
組
織
は
、
世
界
民
主
青
年
連
合
の
発
足
に
対
抗
し
て
、

　
一
九
四
六
年
に
は
国
際
社
会
主
義
者
青
年
連
盟
が
、
｝
九
四
八
年
に
は
資
本
主
義

　
系
の
世
界
青
年
会
議
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。

⑱
W
g
O
。
。
ム
窪

第
二
章
　
共
産
勢
力
と
の
関
わ
り

　
1
　
共
産
党
員
の
離
脱

　
初
期
パ
サ
パ
ラ
は
、
議
長
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
と
書
記
長
の
タ
キ
ン
・
タ

ン
・
ト
ゥ
ン
の
二
頭
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン

や
あ
と
を
継
い
だ
タ
キ
ン
・
ヌ
が
、
現
実
主
義
の
立
場
か
ら
次
第
に
イ
ギ
リ

ス
と
妥
協
的
に
な
っ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
共
産
主
義
を
奉
ず
る
タ
ン
・
ト

ゥ
ン
ら
は
強
硬
な
対
決
姿
勢
を
と
り
続
け
た
。

　
両
派
の
分
裂
は
、
主
義
主
張
の
別
と
い
う
よ
り
も
、
も
っ
と
単
純
な
主
導

権
争
い
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
タ
ン
・
ト
ゥ
ン
ら
は
、
一

九
四
六
年
＝
月
に
パ
サ
パ
ラ
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
史
料
を
見
る
と
、
バ
ラ
サ
で
も
こ
れ
と
酷
似
し
た
展
開

が
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
～
一
月
に
、
議
長
の
バ
・
ジ
ャ
ン
に

対
し
、
共
産
党
員
で
書
記
長
の
ミ
ョ
ウ
・
ア
ン
ら
は
パ
サ
パ
ラ
か
ら
の
離
脱

要
求
を
突
き
つ
け
た
。
こ
れ
を
バ
・
ジ
ャ
ン
が
受
け
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ミ
ョ
ウ
・
ア
ン
は
幹
部
一
一
人
と
共
に
、
バ
ラ
サ
を
離
脱
し
た
の
だ
と
い
う
。

　
こ
の
話
は
、
ビ
ル
マ
側
の
史
料
で
直
接
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

巨
視
的
な
展
開
を
考
慮
す
る
と
、
充
分
あ
り
得
た
こ
と
だ
と
い
え
る
。
こ
の

後
、
一
九
四
八
年
四
月
に
内
戦
が
勃
発
し
た
時
、
バ
ラ
サ
の
＝
疋
部
分
（
と

い
う
よ
り
む
し
ろ
大
部
分
か
？
）
は
確
か
に
共
産
党
に
味
方
し
て
、
反
政
府

軍
に
加
わ
っ
た
し
、
バ
・
ジ
ャ
ン
は
そ
の
時
に
も
パ
サ
パ
ラ
側
に
と
ど
ま
り

続
け
た
。
　
パ
サ
パ
ラ
に
味
方
し
続
け
る
バ
・
ジ
ャ
ン
と
、
離
脱
し
て
共
産

党
に
投
じ
よ
う
と
す
る
メ
ン
バ
ー
の
対
立
は
、
常
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
な
ら
ば
、
タ
ン
・
ト
ゥ
ン
の
下
野
に
当
た
り
バ
ラ
サ
も
動
揺
し
た
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

う
の
は
、
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
話
で
あ
る
。

　
な
お
そ
の
際
、
先
の
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
史
料
で
は
、
共
石
党
の
力
が
非
常

に
強
く
、
バ
・
ジ
ャ
ン
は
一
時
的
に
議
長
の
座
を
失
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
バ
・
ジ
ャ
ン
が
反
撃
の
た
め
に
別
の
青
年
組
織
を
つ
く
ろ
う
と
し
た

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
が
共
産
党
に
投
じ
る
動
き
が
こ
の
後
も
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
話
も
信
愚
心
が
高
い
。
ま
た
、
先
に
記
し
た

よ
う
に
、
一
九
四
七
年
九
月
に
共
産
党
系
の
世
界
民
主
青
年
連
合
の
決
議
を

支
持
し
た
と
い
う
の
も
、
共
藍
党
シ
ン
パ
が
残
り
続
け
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
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せ
る
材
料
と
な
ろ
う
。

　
2
　
独
立
そ
し
て
内
戦
へ

　
一
九
四
六
年
秋
に
共
産
党
（
白
旗
）
が
離
脱
し
た
後
、
パ
サ
パ
ラ
は
イ
ギ

リ
ス
に
対
し
て
、
直
接
に
独
立
を
交
渉
す
る
策
に
出
た
。
議
長
の
ア
ウ
ン
・

サ
ン
ら
は
渡
英
し
、
年
末
か
ら
イ
ギ
リ
ス
首
相
の
ア
ト
リ
ー
と
の
颪
談
判
が

な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
翌
一
九
四
七
年
一
月
に
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
ー
ー
ア
ト

リ
ー
協
定
と
し
て
妥
結
し
た
。
そ
し
て
、
一
年
後
を
メ
ド
と
し
て
の
主
権
の

委
譲
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
幹
部
か
ら
共
産
党
が
追
い
払
わ
れ
た
バ
ラ
サ
で

も
、
穏
健
化
（
1
1
反
共
化
）
・
教
育
活
動
へ
の
尽
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
庁
の
史
料
を
見
る
と
、
一
九
四
七
年
六
月
の
五
箇
年
式
典
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
、
分
裂
の
阻
止
が
主
要
な
決
議
で
あ
り
、
七
月
の
バ
ラ
サ
主
催
の
集
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
パ
サ
パ
ラ
を
支
持
し
て
内
戦
に
反
対
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
一
〇
月
に
は
、
本
部
の
会
議
で
教
育
を
充
実
さ
せ
る
決
議
が
な
さ
れ
、
一

～
月
の
バ
ウ
ッ
ビ
ン
で
の
会
議
で
は
、
政
争
や
内
戦
の
回
避
が
決
議
さ
れ
て

　
⑦

い
る
。
先
に
記
し
た
、
教
員
に
充
て
る
た
め
に
支
部
に
卒
業
生
リ
ス
ト
の
作

成
が
指
示
さ
れ
た
の
も
こ
の
月
で
あ
る
。
さ
ら
に
出
版
会
議
で
は
、
共
産
党

の
パ
ル
チ
ザ
ン
で
は
な
く
、
青
年
の
団
結
を
目
指
す
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い

⑧
る
。　

そ
し
て
、
一
一
一
月
の
首
脳
会
議
で
は
、
奨
学
金
の
こ
と
や
政
争
の
回
避
が

　
　
　
　
　
　
⑨

決
議
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
呼
び
か
け
も
、
結
局
は
次
に
見
る
よ
う
に
メ
ン

バ
ー
の
過
激
化
・
親
醇
化
を
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
共
産
党
主
流
派
（
タ
キ
ン
・
タ
ン
・
ト
ゥ
ン
が
率
い
る
い
わ
ゆ
る
白
旗
共

産
党
）
は
、
～
九
四
八
年
一
月
の
独
立
達
成
の
少
し
後
か
ら
（
概
ね
三
月
）
、

軍
事
蜂
起
に
踏
み
切
っ
た
が
、
バ
ラ
サ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
定
部
分
も
こ
れ
に

加
わ
っ
た
。

　
そ
の
加
入
率
に
つ
い
て
、
既
に
筆
者
は
何
点
か
の
史
料
を
紹
介
し
、
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

り
の
高
率
だ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

　
例
え
ば
、
バ
ラ
サ
の
プ
ラ
イ
ベ
…
ト
・
ス
ク
ー
ル
（
幹
部
養
成
学
校
）
で

講
習
を
受
け
て
い
た
ウ
ー
・
タ
ン
・
ト
ゥ
ン
は
、
県
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
実

名
を
挙
げ
つ
つ
そ
の
半
数
が
共
産
軍
に
入
っ
た
と
語
っ
て
い
た
し
、
ピ
ャ
ー

ポ
ウ
ン
町
支
組
織
で
も
、
幹
部
の
う
ち
八
人
、
一
般
メ
ン
バ
ー
の
半
数
が
同

町
に
加
わ
っ
た
と
の
話
を
得
た
。

　
ま
た
、
ギ
ー
オ
ウ
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
成
果
を
根
拠
に
、
県
オ
ル
ガ
ナ
イ

ザ
ー
の
半
分
が
共
産
軍
に
「
献
身
」
し
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
ト

ゥ
ー
リ
ヤ
』
紙
の
閥
工
周
年
特
別
暑
で
は
、
「
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
」
が

パ
サ
パ
ラ
政
府
か
ら
離
脱
し
た
敵
対
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
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今
圃
入
手
で
き
た
史
料
で
こ
れ
に
補
足
す
る
と
、
バ
ラ
サ
が
パ
サ
パ
ラ
か

ら
正
式
に
離
脱
し
た
の
は
、
一
九
四
八
年
＝
一
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、

ビ
ル
マ
政
府
の
公
的
な
出
版
物
（
『
バ
ー
マ
ズ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
』
）
に
記
載
さ

　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
た
話
で
あ
り
、
『
ビ
ル
マ
国
女
性
の
政
治
活
動
幅
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
正
式
な
離
脱
が
、
バ
ラ
サ
が
二
三
党
に
味
方
す
る
明
確
な

分
岐
点
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
～
九
四
八
年
八
月
の
イ
ギ

リ
ス
軍
の
情
報
に
よ
る
と
、
正
式
離
脱
の
四
カ
月
前
の
こ
の
段
階
で
、
既
に

バ
ラ
サ
の
支
部
に
P
V
O
白
色
団
（
P
V
O
の
う
ち
共
産
軍
に
味
方
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

派
）
を
支
援
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
｝
方
、
先
の
『
バ
ー
マ
ズ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
撫
に
は
、
一
九
四
九
年
六
月
の

バ
・
ジ
ャ
ン
の
声
明
（
バ
ラ
サ
議
長
の
立
場
で
な
さ
れ
た
も
の
）
が
載
せ
ら

　
　
　
⑭

れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
バ
・
ジ
ャ
ン
は
、
バ
ラ
サ
議
長
の
肩
書
を
保
っ
た
ま

ま
、
パ
サ
パ
ラ
の
閣
僚
を
務
め
て
い
た
が
、
政
府
へ
の
敵
対
蓄
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
パ
サ
パ
ラ
か
ら
離
脱
し
た
と
い
っ
て
も
、
メ
ン

バ
ー
の
全
て
が
反
政
府
側
に
投
じ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ま
り
は
、
バ
ラ
サ
の
共
産
勢
力
へ
の
合
流
は
、
議
長
の
バ
・
ジ
ャ
ン
の

命
令
で
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
本
部
の
方
向
性
に
反
対
す
る
者
が
随
時

行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
①
W
O
・
。
O
。
。
ム
O
ω
㊤
の
う
ち
、
秘
密
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
四
二
、
四
六
号
、
W
O

　
卜
。
O
c
。
ム
㊤
鳶
の
う
ち
、
b
d
ロ
硬
玉
Φ
ω
①
℃
o
謹
。
巴
℃
巽
ω
o
欝
ま
Φ
ω
な
ど
に
よ
る
。
前
者
の

　
前
後
の
サ
マ
リ
ー
を
見
る
と
、
こ
の
時
期
に
幹
部
の
顔
触
れ
は
大
き
く
変
わ
っ
た

　
よ
う
で
あ
る
。

②
直
接
に
関
係
す
る
史
料
で
は
な
い
が
、
噸
ミ
ャ
ン
マ
・
ア
リ
ン
一
紙
の
｝
九
陽

　
六
年
＝
月
五
日
号
に
よ
る
と
、
同
二
日
の
パ
サ
パ
ラ
幹
部
会
議
で
、
ア
ウ
ン
・

　
サ
ン
に
続
き
、
バ
・
ジ
ャ
ン
と
バ
・
ス
ェ
が
起
立
し
て
共
産
党
を
糾
弾
し
た
と
い

　
う
。
こ
の
時
娚
に
パ
・
ジ
ャ
ン
が
共
産
党
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
て
い
た
こ
と
は

　
窺
え
よ
う
。
な
お
、
同
紙
は
当
時
ビ
ル
マ
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
。
ウ
＆
o
N
㍉

　
§
§
し
・
、
§
門
野
ミ
高
望
ゆ
頸
8
忌
ミ
U
、
㌔
鳶
、
罫
、
鼻
N
註
ミ
、
縞
ぽ
§
』
鴇
戯
頴
N
（
㎎
ア
ウ
ン
・
サ

　
ン
将
軍
の
独
立
闘
争
の
月
録
転
ン
ヨ
Φ
ー
ヨ
《
ρ
【
へ
鳴
ω
．
芝
ρ
磯
雪
α
q
o
P
σ
馨
、
N
恥
早
§
西

　
N
塗
O
　
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

③
ま
た
、
F
O
窪
ω
1
ω
。
。
、
。
。
Ω
①
に
採
録
さ
れ
た
騨
ザ
・
バ
ー
マ
ン
瞼
紙
の
一
九
四

　
六
年
一
〇
月
一
八
日
号
に
は
、
パ
サ
パ
ラ
に
資
本
主
義
と
の
対
決
を
要
請
し
た
バ

　
ラ
サ
本
部
の
宣
言
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
親
共
的
な
声
明
を
、
バ
・
ジ
ャ
ン
が
実

　
際
に
失
脚
し
て
い
た
註
拠
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

④
F
O
罐
ω
1
①
O
、
隠
O
。
。
O
の
う
ち
、
警
察
情
報
の
｝
巻
一
号
に
よ
る
。

⑤
同
右
、
五
号
に
よ
る
。

⑥
同
右
、
｝
六
号
に
よ
る
。

⑦
嗣
右
、
二
四
号
に
よ
る
。

⑧
F
O
袋
ω
ふ
H
蒔
卜
。
O
。
。
O
の
う
ち
、
ヤ
ン
ゴ
ン
警
察
の
サ
マ
リ
ー
の
一
九
四
七
年

　
一
一
月
二
八
日
号
に
よ
る
。

⑨
F
O
黛
し
。
よ
O
＼
卜
。
H
O
ω
O
の
う
ち
、
警
察
情
報
の
二
六
号
に
よ
る
。

⑩
以
下
の
話
の
う
ち
、
噸
ト
ゥ
ー
リ
ヤ
』
の
記
事
は
、
門
は
じ
め
に
」
の
注
①
で
挙

　
げ
た
『
日
本
史
研
究
熱
論
文
の
五
四
頁
に
よ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
『
史
林
臨
論
文

　
に
よ
る
。

⑪
　
先
に
挙
げ
た
噸
バ
ー
マ
ズ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
』
の
一
四
王
頁
に
よ
る
。

⑫
　
一
八
○
頁
。
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⑬
W
O
8
窪
⑩
ω
。
。
の
う
ち
、
O
。
塁
含
ω
ヨ
貯
b
d
霞
§
国
ぎ
胆
ω
二
六
。
。
に
よ
る
。

⑭
九
五
頁
。

ま
と
め
と
展
望

　
以
上
、
バ
ラ
サ
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
て
き
た
。
バ
ラ
サ
は
、
少
な
く
と

も
初
期
パ
サ
パ
ラ
時
代
に
は
、
そ
の
重
要
な
下
部
組
織
で
あ
り
、
主
力
的
な

構
成
分
子
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
パ
サ
パ
ラ
に
従
っ
て
そ
の
独
立
闘

争
を
支
え
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
パ
サ
パ
ラ
と
の
蜜
月
な
関
係
が
壊
れ
た
の
は
、
　
～
九
四
六
年

秋
以
降
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
パ
サ
パ
ラ
に
お
け
る
議
長
派
（
ア
ウ

ン
・
サ
ン
ら
）
と
、
書
記
長
派
（
タ
キ
ン
・
タ
ン
・
ト
ゥ
ン
ら
の
い
わ
ゆ
る

白
旗
共
産
党
）
の
対
立
を
受
け
て
現
れ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

　
こ
れ
以
後
も
、
パ
サ
パ
ラ
に
尽
く
そ
う
と
す
る
バ
・
ジ
ャ
ン
ら
に
対
し
、

反
対
派
は
随
時
共
産
勢
力
に
合
流
し
た
。
最
終
的
に
は
、
一
九
四
八
年
以
後

の
内
戦
の
中
で
、
組
織
は
実
質
的
に
解
体
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
バ
ラ
サ
の
メ
ン
バ
ー
の
共
産
勢
力
へ
の
合
流
（
と
そ
れ
に
よ
る

同
勢
力
の
成
長
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
警
戒
さ
せ
、
パ
サ
パ
ラ
へ
の
政
権
委
譲

を
促
進
さ
せ
る
効
果
を
も
生
ん
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

例
え
ば
、
　
一
九
四
七
年
一
月
に
、
パ
サ
パ
ラ
議
長
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
が
イ
ギ

リ
ス
で
独
立
の
直
接
交
渉
を
行
っ
て
い
た
時
に
、
ビ
ル
マ
総
督
の
ラ
ン
ス
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ビ
ル
マ
相
の
ロ
ー
レ
ン
ス
に
共
産
党
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
打
電
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
交
渉
が
不
調
で
パ
サ
パ
ラ
が
メ
ン
バ
ー
（
P
V
O
な
ど
）
の
支

持
を
失
う
な
ら
、
共
産
党
が
力
を
得
る
だ
ろ
う
こ
と
や
、
パ
サ
パ
ラ
と
共
産

党
の
連
携
が
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
保
持
の
妨
げ
に
な
る
と
の
危
惧
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
の
見
解
が
、
首
相
の
ア
ト
リ
ー
ら
の
判
断
を
直
接
に
左
右
し
た
と
い
う

証
拠
は
な
い
が
、
有
力
な
事
務
担
当
者
の
意
志
で
あ
り
、
政
権
委
譲
の
決
断

に
全
く
影
響
し
な
か
っ
た
と
見
る
の
も
不
自
然
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
共
産
党
に
投
じ
た
メ
ン
バ
ー
の
存
在
も
、
ビ
ル
マ
の
独
立
を
促

進
す
る
効
果
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
他
、
今
回
の
作
業
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
考
察
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
バ
ラ
サ
が
な
ぜ
最
近
ま
で
無
名
な
存
在
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
だ
が
、

筆
者
は
以
前
、
共
産
勢
力
に
合
流
し
た
メ
ン
バ
ー
が
多
か
っ
た
こ
と
を
理
由

と
し
て
あ
げ
た
。
ビ
ル
マ
政
府
と
敵
対
し
た
共
産
党
を
支
援
し
た
組
織
を
、

肯
定
的
に
評
価
す
る
機
運
が
生
ま
れ
難
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
ま
ず
は
説
得

力
の
あ
る
説
明
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
に
加
え
て
、
「
政
治
と
無
関
係
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

強
調
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
、
理
由
の
～
端
に
付
け
加
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
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ろ
う
か
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
次
で
纏
め
直
す
よ
う
に
文
字
通
り
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
特
に
バ
ラ
サ
の
後
半
期
に
は
盛
ん
に
叫
ば
れ
た
。
そ
れ

が
影
響
し
て
、
研
究
者
が
政
治
分
析
を
す
る
際
に
見
逃
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
こ
の
、
バ
ラ
サ
や
ア
ー
シ
ャ
・
ル
ー
ゲ
ー
が
政
治
と
無
関
係
だ
っ
た

こ
と
を
強
調
す
る
史
料
が
一
部
に
残
っ
て
い
る
点
だ
が
、
こ
れ
が
本
当
な
ら
、

同
組
織
が
ビ
ル
マ
の
独
立
に
貢
献
し
た
と
い
う
見
方
は
崩
れ
か
ね
な
い
。
し

か
し
こ
れ
は
、
パ
サ
パ
ラ
へ
の
従
属
、
独
立
運
動
へ
の
奉
仕
を
暗
黙
の
前
提

と
し
た
主
張
だ
っ
た
。
現
実
に
は
、
バ
ラ
サ
は
パ
サ
パ
ラ
に
従
い
、
そ
の
下

部
組
織
だ
っ
た
以
上
、
「
政
治
と
無
関
係
」
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で

は
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
存
在
が
、
ア
ー
シ
ャ
（
バ
ラ
サ
）
が
ビ
ル
マ
の
独

立
に
貢
献
し
た
と
い
う
見
方
を
崩
す
こ
と
に
は
成
り
得
な
い
と
い
え
る
。

　
①
前
掲
噸
バ
ー
こ
（
下
）
の
二
〇
三
番
、
ω
貯
頃
呂
Φ
洋
力
雪
8
8
い
。
巳

　
　
勺
Φ
薮
。
写
置
養
Φ
昂
8
。
ア
ウ
ン
・
サ
ン
、
ア
ト
リ
ー
ら
が
直
接
に
交
渉
し
て
い
た

　
　
一
九
四
七
年
一
月
一
八
日
付
の
も
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
轡
館
所
蔵
史
料

　
F
O
①
お
占
。
。
、
G
Q
O
①
（
℃
o
葺
勘
8
r
℃
飢
巳
Φ
。
。
”

匿
亭
頴
ω
9
ω
け
ω
け
℃
⑦
8
δ
．
ω
等
①
9
0
ヨ

　
［
Φ
。
。
噸
①
）

F
O
忠
ω
よ
O
＼
b
。
H
O
Q
Q
O
（
し
口
霞
目
臼
。
℃
象
。
ざ
〉
げ
ω
鐸
負
。
9
0
瞭
簿
①
臣
α
q
Φ
9
①
）

F
O
罐
ω
山
ミ
0
6
0
0
（
響
彊
8
コ
哺
。
毒
℃
o
蓉
ρ
9
鵠
二
匿
①
言
2
8
Q
D
仁
ヨ
∋
巴
①
ω
）

W
O
ミ
b
。
も
。
。
呂
（
蝿
冒
熟
碧
豆
く
一
ω
δ
瓢
O
噛
ω
．
）

W
g
O
ω
ム
ω
。
。
㎝
（
O
一
く
躍
馨
曜
ω
帥
P
ユ
》
ユ
ヨ
竃
ω
嘗
叫
葛
O
コ
”
じ
d
嬬
毒
簿
）

W
O
・
。
O
甲
験
ω
聾
毒
斜
ぎ
お
。
。
磐
負
・
民
ぎ
醸
蜀
聾
ω
葛
Φ
。
暑
ω
句
§
鳥
。
∋

　
冨
”
讐
Φ
）

W
O
卜
。
O
。
。
志
㊤
ω
。
。
（
し
σ
β
讐
ρ
・
遭
O
o
§
謹
路
圃
ω
ヨ
）

W
O
卜
。
O
。
。
ム
8
㊤
（
じ
σ
ロ
§
倭
。
仙
簿
①
ヨ
9
。
一
ω
ぎ
蝕
。
昌
）

W
O
卜
。
O
。
。
ム
譲
O
（
じ
σ
霞
旨
斜
勺
。
｝
三
。
自
・
一
）

W
O
b
。
O
G
。
ム
逡
H
（
し
u
駕
琶
僧
【
9
Φ
ヨ
巴
の
ぎ
p
・
ぎ
コ
）

旧
イ
ン
ド
省
図
轡
館
所
蔵
史
料

　
1
0
R
　
M
ミ
ト
⊃
切
ω
α
（
O
O
ヨ
ヨ
鼠
ω
ヨ
ぢ
じ
σ
罎
ヨ
叫
▼
》
＆
葺
幽
①
ω
O
h
O
O
ヨ
ヨ
§
蓉
℃
霞
－

　
　
菖
Φ
ω
）

　
I
O
R
　
M
ミ
b
。
切
口
暑
Φ
Φ
匹
賓
ぎ
8
目
碍
2
0
Φ
ω
個
旨
き
笛
Q
）

　
1
0
R
　
M
ミ
b
∂
課
O
宅
Φ
①
E
団
H
導
Φ
転
α
Q
㊥
ロ
8
ω
螺
ヨ
ヨ
負
。
員
）

（
本
稿
は
、
一
九
九
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
）

　
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
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